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本市では、市を取り巻く環境に関する様々な課題に対応するため、平成１９年１０月に越前市環

境基本計画を策定し、平成２９年３月には越前市環境基本計画の改定（以下、「前計画」という。）

を行いました。以降、先人が守り育ててきた本市のすばらしい環境とそこからもたらされる歴史、

文化、伝統のものづくりといった恵みを再認識し、これらをさらにより良い形で次の世代に継承

するための取組みを進めてきました。 

一方で国際目標である持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）＊やパリ協定＊の実現に向けた機運の高

まり、脱炭素社会＊の構築やマイクロプラスチック＊対策、食品ロス＊の削減など様々な環境に関

する新たな課題への対応が求められています。 

特に、平成２７年に合意されたパリ協定では、「産業革命前からの平均気温上昇の幅を２度未

満とし、１．５度に抑えるよう努力する」との目標が国際的に広く共有され、この目標達成に向け、

国は令和２年１０月に「２０５０年までに、温室効果ガス＊の排出を全体としてゼロにする」ことを宣

言しました。 

本市では、新たに整備される北陸新幹線越前たけふ駅周辺で持続可能なまちづくりを進める

とともに、令和３年８月には脱炭素社会の実現に向けて２０５０年までに二酸化炭素＊排出量実質

ゼロを目指す「越前市ゼロカーボンシティ宣言＊」を表明するなど、未来の越前市を大きく変える

取組みが動き出しています。 

こうしたことから、前計画の計画期間終了を踏まえその達成状況を確認するとともに、本市の

環境の現状を改めて把握した上で、今後の取組みや方策を示した越前市環境基本計画（以下、

「本計画」という。）への改定が必要となっています。 

 

 

 

本計画では、脱炭素社会の実現に向けた都市づくりを重点項目として位置付け、市民・事業

者・行政が一体となり進めていきます。 

本計画を通して、省エネ・省資源を意識したライフスタイルの実践や豊かな自然環境の保全・

再生に関する活動を行うなど、私たち一人ひとりが積極的に環境問題に取り組むことで、環境へ

の負荷の少ない持続可能な社会＊を構築し、人にも生きものにも優しいまちづくりを目指すこと

を目的とします。 

 

  

第１章 計画の基本的事項 
１ 計画改定の背景 

２ 計画の目的 
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本計画は、「越前市総合計画」を上位とする環境面の総合的な基本計画に位置付けます。 

また、「食と農の創造ビジョン」や「一般廃棄物処理基本計画」などの各種計画、国や県の関連

法令や計画などと連携を図りながら計画を推進します。 

なお、本計画は、地球温暖化＊対策の推進に関する法律＊（平成１０年法律第１１７号）に基づく

地方公共団体実行計画（区域施策編）としても位置付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本計画の計画期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間とします。 

 

年 度 
令和４ 

（2022） 

令和５ 
（2023） 

令和６ 
（2024） 

令和７ 
（2025） 

令和８ 
（2026） 

令和９ 
（2027） 

計画期間      
 

 

  

３ 計画の位置付け 

越前市環境基本計画 

環境基本法 関連計画（国） 

・第５次環境基本計画＊ 

・地球温暖化対策計画＊ 

・エネルギー基本計画＊など 

越前市総合計画 

福井県環境基本条例 

関連計画（県） 

・福井県環境基本計画 

・福井県長期ビジョン 

など 

関連計画（市） 

・越前市食と農の創造ビジョン 

・越前市都市計画マスタープラン 

・一般廃棄物処理基本計画 

など 

市環境基本条例 （国） 

２０５０年カーボン 

ニュートラル宣言 

４ 計画の期間 

計画期間 ５年間 
次期 

計画期間 
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（１）位置・地勢 

本市は、福井県のほぼ中央に位置し、市域

北側が鯖江市と越前町に、南側が南越前町に、

東側が池田町に、西側が越前町と南越前町に

接しています。 

本市の市域面積は２３０．７０km2で、県面積

の約５．５％を占めています。本市は、東部を

越前中央山脈、西部を丹生山地、南部を「越

前富士」と呼ばれる日野山などの４００～７００

ｍ級の山々に囲まれており、その中央に武生

盆地が開け、日野川が南北に貫流しています。 

 

（２）人口・世帯数 

本市の総人口及び世帯数は、令和２年４月現

在で８２，３６３人、３０，８２９世帯となっています。

総人口については、平成２３年から平成２６年に

かけて一旦増加したものの、以降は減少傾向と

なっています。一方、世帯数については、増加傾

向にありますが、総人口に対する世帯数をみる

と依然として核家族化が進んでいることがうか

がえます。 

年齢別構成比をみると、１５歳未満の割合は

年々減少する一方、６５歳以上の割合は年々増

加する傾向にあり、令和２年には１５歳未満が１２．

７％、６５歳以上が２８．８％と少子高齢化の進展

が著しい状況です。 

 

 

  

５ 越前市の概要 

越前市 

南越前町 

池田町 

鯖江市 

福井市 

越前町 

位置図 

年齢別人口構成比の推移 
資料：越前市統計年鑑 

人口及び世帯数の推移 
資料：越前市統計年鑑 
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14.8% 61.6% 23.6%
51,639人12,395人 19,796人

61.2%
50,535人

14.2%
11,729人

24.5%
20,256人

13.6%
11,355人

10,429人

13.2%

12.7%

10,934人

26.1%
21,858人

23,725人
28.8%

28.1%
23,324人

48,209人

48,724人

50,404人
60.3%

58.7%

58.5%
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（３）土地利用  

本市の市域面積２３，０７０ｈａから道路・

河川を除いた面積は１３，１５４．８ｈａであり、

うち３６．８％を山林が占めています。次い

で２８．３％を田が占めており、宅地は１４．

６％となっています。 

 

 

 

 

（４）産業動態  

本市は、製造業が産業別付加価値額の約６

割を占めます。また、製造品出荷額等は県内一

位で、県全体の３割弱を占め、北陸では富山市

に次いで２位、人口一人当たりでは１位となって

います。 

また、先端技術産業から伝統産業まで、幅広

い産業・業種構成となっています。 

その中でも、特に「電子・デバイス、輸送用機

械、電気機器、プラスチック」の分野では、高度

な技術を有し、設計開発力の強い企業で生産さ

れた商品の付加価値が高くなっています。 

（５）観光 

本市の令和２年度の観光客入込数は約２０８万人となっており、項目別でみると、スポーツ・レ

クリエーションが最も高く、全体の４０．７％、次いで買物

が１６．５％と高くなっています。 

また、多数の観光地のうち、特に武生中央公園は、「た

けふ菊人形」の会場として、また、老若男女が憩う・遊ぶ・

見る・学ぶ・楽しむことのできる場所として市内外から多く

の利用客が訪れており、令和２年度の利用者は県内最多

で１００万人を超えています。 

   

目的別観光客数入込数の割合 
資料：福井県観光客入込数（令和２年度）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行事・祭事

13.6％

買物

16.5％

文化・歴史

15.5％

温泉

7.1％

産業観光

3.5％

自然

2.4％

スポーツ・レクリエーション

40.7％

イベント 0.6％

地目別土地利用面積 
資料：福井県市町勢要覧（令和２年１月）
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資料：工業統計調査結果（令和元年：福井県）

武生中央公園 

総面積
13,154.8ha

(道路・河川を除く)

田
3,723.0 ha

(28.3%)

畑
335.0 ha
(2.5%)

宅地
1,923.2 ha

(14.6%)

山林
4,839.0 ha

(36.8%)

原野
111.5 ha
(0.8%)

雑種地・その他
2,223.1 ha

(16.9%)
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